




要約:成熟児を産んだ母の母乳(以後成熟児母乳と略す)と、未熟児を産んだ母の母乳(未熟

児母乳と略す)について脂肪酸組成を比較検討した。飽和脂肪酸は成熟児母乳に、不飽和脂

肪酸、特に多価不飽和脂肪酸は未熟児母乳にそれぞれ多い傾向が認められた。ω3、ω6脂

肪酸はいずれも出産後早期には未熟児母乳で多い傾向にあり、ω6 シリーズでは一部有意

差があった。さらに、日本人母乳は諸外国に比してω3 脂肪酸の含有量が高く、これは食

生活の違いによるものと考えられた。 


